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3. 解説：社会的孤立・孤独の理解            （ Japa 日本専門家活動協会 芝原靖典） 

 

[社会的孤立・孤独の認識度］ 

昨年末（2025/12/12）、「孤独・孤立対策に関する世論調査（速報）https://survey.gov-

online.go.jp/202512/hutai/r07/r07-kodoku/gairyaku.pdf 」が発表された。これによると、

「孤独を感じる」人が50．4％ いるにも係わらず、政府が推進している対策を「知っている」

人はわずかに 14．2％に過ぎない。 

 

［社会的孤立・孤独に関係する概念・事象］ 

社会的孤立・孤独の具体的な事象としての現れ方あるいは関係する概念・事象として、総括的

に整理したのが「図表 社会的孤立・孤独に関係する概念・事象」である。行政の窓口現場で

はこれらが渾然一体となって現れる。「社会的孤立・孤独」はそうした「状態」を表す最上位

概念である。 

｢つながり」は目的ではなく、困りごとが発生・深刻化しないための土台であり、関係事象の

対処の鍵となる概念といえる。医療・福祉・支援は、「つながり」があって初めて届く。 

 

[社会的孤立・孤独に係わる事象の流れ］ 

社会的孤立・孤独の根源的原因は、社会構造・生活環境の変化により、個人が想定していたあ

るいは期待していたライフコースからのズレが生じることにある。性格や努力不足の問題では

ない。これが社会課題とされる所以である。そして、各種の心身的不安・不調が起こり、人の
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つながり意欲が減退し、行動が抑制され、孤立・孤独感が生まれ、様々な関連する「困りごと」

が発生する。このような流れの一例が「図表 社会的孤立･孤独の発生の流れの例」である。 

 

因みに、上記図表の最後に記載されている事象について、「孤独死保険の保険金支払データを

統計化し、賃貸住居内における孤独死の実像を統計データで示した」直近の資料として、「第

10回 孤独死現状レポート 2025年 12月 日本少額短期保険協会 孤独死対策委員会」がある。

保険金支払に伴う情報から見えてくる全世代の社会課題としてのシビアな実態が見えてくる。 

 

［参考］第 10回 孤独死現状レポートによる分析結果＜抜粋＞ 

 本レポートにおける孤独死の割合は男性 83.3%、女性 16.7%。 

 孤独死亡時の平均年齢は男性63.7歳、女性62.9歳。平均寿命と比較すると、若くして

死を迎えている状況は第 1回レポートより変わっていない。 

 65歳未満のいわゆる現役世代の孤独死者が46.1％となっており、「孤独死は高齢者だけ

の問題」ではないことが判る。死亡原因別の人数は、病死が大半を占める。 

 本レポート統計開始以来、孤独死における若年・壮年層の自殺割合が高い傾向にある。 

 特に、女性においては20代～40代の層の自殺割合が76.3％と高い傾向にある。また、

女性の 20代の自殺割合は、35.3％と全年齢層の中で突出して高い状況にある。 

※本レポートは賃貸住宅入居者に関する分析であり、持家居住者等は含まれていない。 

 

補：本解説の参考資料等はhttps://shikumi-gunzo.hatenablog.com/、バックナンバーはhttps://www.japa.fellowlink.jp/column 


